
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが男の秘密基地！！集うことでつながる地域の絆。 

米山町の山吉田行政区にある「山吉田山岳会」佐藤敏郎会長宅にあるビニールハウスは冬

期間限定の男のつどい場。中央に薪ストーブを配置し、熊鍋や猪鍋を楽しみながら次の登

山や釣りの計画を立てる。こうした楽しみを持つことが自身の健康につながる。また、参

集日を設けなくとも、佐藤会長の姿がビニールハウスにあると、どこからともなく集まっ

てくる。こうしたつながりがあることで、この地区の結束力は強固なものとなっている。 

No.4 

特 集 

第一期モデル活動指定事業活動報告 
（指定期間：平成 28年 10月 1日～平成 30年 3月 31日） 

～元気に活躍できる地域と、支え合い活動の充実･強化を目指して～ 

おたがいさま 
～たすけ合い・ささえ合い・おらほの宝～ 

【登米市生活支援体制整備事業広報誌】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

生活支援体制整備事業 

米山・南方圏域 

～人・心・地域をひとつに～ 

よっぺす 

2 

守り続けたい地域の宝 

三代横綱、丸山権太左衛門のふるさと米山。 

道の駅米山には、先人たちの代から守り続けてい

る相撲場があり、土俵を本物の俵で作るのも、我々

男性ボランティアの活動の一つです。 

ジジ軍団、がんばってます 

毎年、町内にある幼稚園、保育所から園庭の除

草や生け垣の選定作業を依頼されます。 

園児たちの声援を背中に、したたる汗もなんのそ

の…。時にはスズメバチの巣に遭遇する危険あり！ 

まご世代と一緒に焼き芋づくり 

毎年、米山西幼稚園から依頼を受け、焼き芋会

の手伝いをしています。写真右下は、最近剪定講

習を受けたＨさん。同じ日に、ボランティアとして講

習の成果を発揮です。 

 

出来上がりに満足 

米山総合保健福祉センター駐車場の白線が薄

くなり駐停車がしにくい状態でした。元設計技師Ｓ

さんの手作り白線引き器が大活躍。      

おおよそ６０台分の白線を引きました。 

 ” ”  

米山町：米山地区男性ボランティア団体 

 

文責：米山地区男性ボランティア団体 代表 大友孝一 氏 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 
 
取材・編集・問合せ先：米山･南方圏域担当 生活支援コーディネーター 千葉真由美（070-2011-0067） 

参加してみんなで高める防災意識 

東日本震災発生以来、毎年大運動会では防災

訓練も合わせて実施。炊き出しや、担架によるけが

人の搬送訓練などを競技に加え、防災意識を高め

ています。 

地域ぐるみで勉強会 

地域にある介護施設から施設見学も兼ね認知

予防や、虚弱予防等に関する勉強会「オレンジ教

室」を開催するとのお誘いをいただき、みんなで参

加しました。久しぶりの頭の体操となりました。 

「新高石区自主防災互助会」を組織改革 

活動しやすい組織であるか、みんなで検証する

ことで、地域の実情に合わせた規約の見直しを行

なっています。 

今後は防災マップの作成を計画しています。 

世代をつなぐ餅つき大会 

毎年恒例の餅つき大会は、地域の老若男女の

協力で引き継がれています。前夜から女性達が仕

込みをし、当日は昔の若者たちが子供達に餅つき

指導です。杵でついたお餅は最高でした。 

編集後記：今回の米山・南方圏域の広報誌は、今年度でモデル活動指定期間が終了する「米山地区男性ボ

ランティア団体」と、「新高石行政区」の代表者の皆さんに編集のご協力をお願いしました。 

この一年半の間、モデル地区・団体の皆さんには、大変お世話になりました。おかげさまで取材を 

通し地域で元気に活躍している多くの方達を知ることができました。昔と変わらずに続いている「お 

たがいさま」の関係にほっこりすることが多かったと感じます。 

時間のない中、この広報誌の編集にご協力いただきました皆さん、本当にありがとうございました。 

 

南方町：新高石行政区 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

～人と人とをつなぐ～ 

ゆいっこ 
生活支援体制整備事業 

豊里・津山圏域 
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豊里町：東二ツ屋行政区 

 

健康寿命を延ばそう！！ 

 東二ツ屋・西二ツ屋合同で開催しているミニデ

イサービスは、健康維持・増進のためには必要不

可欠！！ 

 みんなで集まり…みんなで笑う…社会参加する

ことが健康長寿の秘訣です。 

チームワークばっちり！！ 

 老人クラブも東二ツ屋・西二ツ屋合同。しめ縄

づくり、万燈供養、百万遍…二ツ屋老人クラブの

活動はたくさんあります。 

 今後の課題は後継者不足…！？ 

世代間交流の場『人間ばん馬大会』 

 ２０年以上続いているこの大会。昔は稲刈りの

終わった田んぼで開催していましたが、今は子供

も大人も一緒になり、パン食い競争や玉入れをし

て楽しんでいます。地区の大事な交流の場です。 

二ツ屋といえば『けの汁』 

 二ツ屋地区だけで作られている郷土料理

「けの汁」。江戸時代後期に始まった固有の食

習慣で、根菜や山菜など十数種類が入った精

進料理です。毎年小正月に食べます。 
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手芸品作りが好きな方へ… 
『ゆいっこ茶屋』の“お誕生会”で渡すプレゼントを一緒に作りませんか？ 

参加自由です。時間のある時に、ぶらっと手ぶらでお越し下さい！ 

〇開催日：３月２８日(水)・４月１１日(水)・２５日(水) 午前９時３０分～ 

〇場 所：津山老人福祉センター 

 

*今後の開催予定* 

４月１４日  ２８日 

５月１２日  ２６日 

６月 ９日  ２３日 

７月１４日  ２８日 

※８月は休み 

取材・編集・問合せ先：豊里･津山圏域担当 生活支援コーディネーター 岩渕由美子（☎070-2011-0053） 

 

津山町：横山８区行政区 

 

小さなお茶飲み場発見！ 

“誰でも気軽に寄れる場所”が地域にあるのって

いいですよね。なんとなく寄ってみようかな…誰かに

話を聞いてもらいたい… 

などなど、どなたでも”にこっと”しに来ませんか？ 

今後も継続していきます！ 

 毎月第２・第４土曜日に開催しています。第２土曜日は、 

”お楽しみＤａｙ”。何か楽しいことがあるかも！？しれませんよ♪ 

（１月・８月はお休み） 

 

 

 ご近所同士でのお茶っこ飲みが少なくなってきている今、皆さんの地域でも始めてみませんか？ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域支え愛～ 

 
生活支援体制整備事業 

迫 圏 域 
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毎月 11日は本田区防災の日。 

毎月 11日は、「本田区安全黄旗の日」。毎戸の

道路から見える玄関先や門口に、 「うちは無事で

す。水や食料も大丈夫です。」の意味合いで掲揚、

震災を風化させず自助の意識を強化しています。 

みんな一緒に！「本田ファーム」 

地域内の耕作放棄地を、集団での協働作業で解

決できないかとの思いで始めました。現在は、芋・ト

ウモロコシ・大根・白菜を収穫し、作業の労働量ごと

にポイントを付け収穫期に分配。余った野菜は地区

内の単身高齢者等へ配られています。 

いつでも戻ってこれる場所 

平成２９年で 30回目を数えるお盆の伝統行事。

遠方から帰省した家族や、子供たちの姿も多くあ

り、この盆踊りをきっかけに地域内の顔が見える関

係が築け、心の拠り所にもなっています。 

地域の交流創出リーダー「親和会」 

常に変化する地域の住民構成。本田で育った若

者、他から嫁いできた者、Ｕターンして故郷に戻って

きた者、それらの交流機会を増やすべく作ったのが

“本田区親和会”。地域交流行事など推進リーダー

として本田地区を引っ張っています。 

 

迫町：本田行政区 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐沼地区の一市、八日町、小金丁行政区では集会

所が無く、住民が気軽に集う機会も減りつつあります。 

そんな中、小雪がちらつく２月９日、迫にぎわいセンタ

ーを会場に、新たな住民集いの場「行きつけサロンおで

って」を開催しました。 

この日は、帽子ブローチ（写真右上）を作成しながら

ワイワイガヤガヤとお茶飲みを楽しみました。次年度

は、佐沼地区だけでなく、森、北方、新田地区での開催

を予定しています。 

“顔と顔がつながる場”皆さんの地域でも作りません

か？気軽に社協までご相談下さい。 

 

～活動発表の場が、地域を「やる気」「元気」に！～ 
西舘行政区 

7 取材・編集・問合せ先：迫圏域担当 生活支援コーディネーター 高清水 智恵子（☎070-2011-0069） 

～隣近所のつながりが深まれば、 

支え合いは自然に広がる～ 
 

～特技や技能を地域で生かす。８９歳スペシャリスト！！～ 

 大網在住の木村文作さん（89歳）。 

木村さんは、昨年まで社協のボランティア活動である、配食

サービスの弁当配達にもご協力いただいており、その際に電

力会社に勤めていた経験を活かし、配達時に高齢者宅の電

球交換や、配線修理を行っていました。また、電気関係だけで

なく、扉などのちょっとした修理や、1人暮らし高齢者宅の雪

かきなどを手伝っていました。 

現在は、迫町内の施設（公民館や保健センター）などの包

丁研ぎでも大活躍です。「自分の得意なことが活かせる活動

があることが、自分自身の生きがいになる。」と、笑顔で話され

ていたのが印象的です。 

『見でけらい～ん』と題して盛大に文化祭が行われ今

年で 3回目。2日間に渡り、西舘集会所に子どもから高 

齢者まで、地区住民が手作りした 

数多くの作品を展示し、集まった人 

たちがお茶を飲みながら鑑賞する 

ことで親睦を深めています。 

世話人手作りの郷土料理「南瓜 

はっと&煮豆」も大好評です。 

集まる場所が少なくなった今！！ 

地域の居場所、拠り所として…新たな集い場「行きつけサロンおでって」開催！ 

迫圏域活動紹介 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援体制整備事業 

登米・東和圏域 

～明日も元気で～ 
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ミニデイサービス「喜楽会
きらくかい

」移動研修会 

ｉｎ金成温泉延年閣 

いつものミニデイも場所を変えるだけで参加者

も増え、大盛り上がり。芸達者な参加者が多く、制

限時間いっぱいまで楽しみました。笑い声いっぱ

いで帰路に就きました。 

男性の力も必要です！ 

ミニデイサービスで行うクラフト手芸のクラフト

テープは堅く切るのに力がいります。そんな時は

男性の力にお任せです。自分のできることを自然

にできる仲の良い地区です。 

世代をつなぐ秋祭り 

伝統を若い世代に継承するため、守らなければ

ならないものがあります。とよまの秋祭りでの山車

作りは地域にとって世代をつなぐ大事なものとなっ

ています。 

日頃の訓練が地域を守る！ 

毎年実施している自主防災訓練。今年は火事・

事故の通報訓練も加わり、より緊張感のある訓練

となりました。 

 

登米町：鉄西行政区 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 取材・編集・問合せ先：登米･東和圏域担当 生活支援コーディネーター 鈴木 成子（☎070-2011-0072） 

･ ･ ･  

草木染めで、新旧住民の交流！ 

いきいき元気教室では、さまざまな活動を実施。

草木染もその一つです。被災地支援団体「カリタ

ス米川ベース」の皆さんにご指導いただき制作。

新旧住民の交流にもつながりました。 

いきいき元気教室（ミニデイサービス） 

「身近な人と共に支え合い、今の元気をいつま

でも継続していけるよう、集う、喋る、笑う、体を動

かす。」を合言葉にした、お茶飲みサロンを中心に

した地域づくりを行っています。 

自然な見守り・支え合い 

高齢者宅へ健康に関するチラシを配布してい

ます。配布だけでなく、説明しながらお茶飲みを

し、話しかだりをします。 

高齢者の話を聞ける大切な時間にもなります。 

いきいき元気大運動会 

いつもの会場を飛び出し、体育館でチーム対抗

大運動会。身体を動かし、大きい声で応援するこ

とが健康維持に効果大！ 

いくつになっても運動会は燃えます！ 

編集後記：生活支援体制整備事業？何の事業？どこを整備？説明する私も戸惑いと恐縮。それでも引き

受けてもらったモデル地区２団体。１年半、何かと訪問させてもらいました。登米町も、東和町も静か

な町ですが、住民活動は盛んです。そして住民の、“なんとかせんとあかん!!”という気持ちがあること

にも気づきました。他の行政区・団体もまた同じです。地域がつながることが難しい昨今。 

ですが、「つながることは大変だが、楽しい日常になる」ことに、気づいている人もたくさんいます。 

生活支援体制整備事業を通し、地域とは？という事を考え、教えさせてもらいました。 

モデル地区はじめ、お会いした皆さん、ありがとうございました。 

･ ･ ･  

東和町：米川１区行政区「いきいき元気教室」 

 



 

石越町：新道行政区 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報共有が地域支援の第一歩！！ 

「モデルなら“うち”がやるわよ。」との力強い新道

行政区の住民の皆さんの声に白羽の矢を立て、モデ

ル活動が始まりました。 

以前から小地域ネットワーク活動が盛んで、高齢

者や要支援者の見守りをしていた地区ということもあ

り、あっという間に「いきいきクラブ」という組織が立ち

上がりました。すでに活動していた方も加わり、まずは

お話を聞き、大変な部分をクラブ員がサポートする形

から始めました。 

そうした中で、買い物や通院など送迎が必要な方

には、お礼として過度の現金を出さないよう、「無料乗

車券」を発行しました。これにより、送迎を依頼する方、送迎する方、双方の負担が軽減されました。柔軟な発想と行

動力は、いきいきクラブならではです。 

モデル指定期間 1年 6 ヶ月間のうちに、支援されていた独居の方 2名が体調の変化から施設入所となりました

が、本人の「ここで暮らし続けたい」という気持ちに寄り添い、ぎりぎりまで支え続け、入所後も見守る地域の皆さん

の“あったかさ”に敬服し、安心して暮らせる地域の“まさにモデル”であったと感じます。 

 

 

 

 

 

 

                        

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
長寿会広報誌「ひなたぽっこ通信」 

配布を兼ねた見守り 

生活支援体制整備事業 

中田・石越圏域 

～支え合い～ 

かわりねすか 
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子供から大人までが一堂に会し、 

地域の絆を強める夏祭り 

新たな集い場 

「カラオケルーム」開設♪ 

妻や地域の女性を招待！ 

男レストラン 

これからだって遅くない「マウス会」 

（パソコン教室） 
集会所まで来られない方の 

お宅訪問型お茶飲み。 

「かわりねすかサミット」 



 

中田町：南加賀野行政区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 取材・編集・問合せ先：中田･石越圏域担当 生活支援コーディネーター 小野寺ひろ子（☎070-2011-0062） 

加賀野土地区画整備事業が終了… 

今でも住宅・アパートは増え続け… 

現在は 220世帯のマンモス行政区に変身 

旧 世 帯  55世帯：25％ 

新一戸建   64世帯：29％ 

  アパート  101世帯：46％ 

全世帯一同に集まる機会が作れない… 

何とか「顔の見える関係性作り」を構築したい… 

集会所解放を検討したものの、なかなか実施に踏み

切れない。そんな中でモデル活動が始まりました。 

南加賀野、この２０年 

元気の源！！ミニデイサービス 

実施内容を充実し、健康長寿を目指します。 

１年前に埋めたタイムカプセル”将来の自分に向け

た手紙”を開封し、「元気で良かった」と改めて健康を

実感しました。（写真①） 

はつらつ教室との合同開催では、役員さんの協力

もあり、美味しい昼食に舌鼓。学んで、笑って、ますま

す元気になれそうです。（写真②・③） 

① 

② ③ 

新たな試み！！世代間交流会 

平成 29年 8月ミニデイ参加者とＰＴＡ・子供会

の交流会が実現しました。ご父兄の協力もあり、全

員が笑顔で同じ時間を過ごすことができました。 

また、集会所を初めて利用した方もおり、地区にと

って貴重な体験となりました。 

万が一に備えます！ 

5年前に新設された地区内の介護施設と地区

住民が一緒に防災訓練を行っています。緊急連絡

網にて支援に向かう体制が整っています。 

生活支援コーディネーターの呟き 

少子高齢化に伴う制度改革を学ぶにつれ、個人情報保護法や「もしものことがあったら…を考えると

手が出せない。」という声に、今後の地域支援の難しさを痛感しました。しかし、地域には絆を強める

活動が沢山あり、何も出来なかった私を快く地域活動に受け入れてくださった皆さんに感謝いたしま

す。今後も引き続きご協力をお願いします。２年間本当にありがとうございました。 



最近、生活支援コーディネーターが地域を歩いていると、「高齢で運転がおぼ

つかなくなってきた。」また、ご家族の方から「おじいちゃんの運転中の事故が心

配で困っています。運転免許返納を考えているんだけど、どうしたらいいの？」と

聞かれることが多くなっています。 

加齢などによる身体機能の衰退や、判断力の低下などにより安全な運転に

支障があるなどの理由から、運転免許を返納したいという方が自主的に返納

する、「運転免許自主返納制度」があります。免許の有効期間内であれば、身

分証明などにも使える運転経歴証明書の交付を受けることができ、また返納者

に対する支援施策も登米市や関係各所で行っています。 

～免許返納と運転経歴証明書交付申請手続き～ 

〇受 付 場 所  宮城県内の運転免許センター（即日交付） 

または、各警察署交通課窓口（後日交付） 

〇交付手数料  運転経歴証明書交付手数料 1,000円。 

（ただし、65歳以上の交通安全協会加入 

者は、全額助成を受けられます。） 

〇必 要 書 類  ①返納する運転免許証 

②警察署で申請する場合は、①と運転経歴証明書用写真（縦 3cm×横 2.4cm）1枚 

〇そ の 他  詳しくは運転免許センター及び各警察署交通課へお問い合わせ下さい。 

～運転免許自主返納者に対する支援施策（特典）～ 

No 実施機関 支援策・支援概要 

１ 登米市 

支援策 市民バスの１年間無料乗車券（あしがるくん）の交付 

対象者 登米市在住の高齢者（６５歳以上） 

要 件 
免許返納時に交付される運転免許取消通知書の写しを添

付し、各総合支所市民課へ申請。 

２ 
（一社）宮城県タクシー

協会 

支援策 県内タクシー協会加盟各社のタクシーの料金割引（１割） 

対象者 県内在住の高齢者（６５歳以上） 

要 件 運転経歴証明書を提示 

３ 
（株）ウジエスーパー 

（県内１４店舗） 

支援策 商品購入代金の一部割引（５％）※発行日から１年間 

対象者 登米市、栗原市、石巻市内在住の高齢者（６５歳以上） 

要 件 運転経歴証明書を提示 

４ 

イオンスーパーセンタ

ー（株） 

（県内６店舗） 

支援策 イオンの電子マネー「ＷＡＯＮカード」（３００円）が無料進呈 

対象者 県内在住の高齢者（６５歳以上） 

要 件 運転経歴証明書を提示 

※平成３０年２月現在。詳細は各実施機関にお問い合わせ下さい。 
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